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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 21,260 4.0 1,552 225.6 1,405 201.8 916 301.0
22年3月期第2四半期 20,444 △10.1 476 ― 465 ― 228 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 17.97 ―

22年3月期第2四半期 4.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 48,681 11,564 21.8 208.36
22年3月期 48,507 10,705 20.5 195.25

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  10,629百万円 22年3月期  9,960百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,000 4.3 2,300 66.0 1,950 61.9 1,100 182.0 21.56



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を実施しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 当資料に記載の業績予想は、決算発表日において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、リスクや不確実性を含んでおります。実際の業績
は、様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は【添付資料】Ｐ．３「当四半期の連結業績等に関する定性的情
報」（３）連結業績予想に関する定性的情報 をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 51,947,031株 22年3月期  51,947,031株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  934,419株 22年3月期  932,831株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 51,013,107株 22年3月期2Q  49,082,657株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢に厳しさが残る中で海外経済の改善や緊急経済対策

の効果などを背景に総じて緩やかな回復基調で推移しましたが、期後半にかけては海外景気の下振れ懸念や急激な

円高の進行等、景気の先行きに不透明感が強まりました。  

 このような経済状況の下、当社グループの主力事業であるプラスチック材料加工事業において、第２四半期連結

会計期間（７～９月）になり半導体関連製品の受注に減速感が出たものの、フラットパネルディスプレイ（以下Ｆ

ＰＤと略す。）関連製品が比較的堅調に推移するとともに、化成品（トナー）が好調であったことなどから、当第

２四半期連結累計期間における売上高は、前年同期に比べ８億１千５百万円増収の212億６千万円(4.0％増)となり

ました。 

 利益面につきましては、前連結会計年度に引き続き総合的な経営合理化策を推進しコスト削減に努めた中で、主

力製品の受注回復が進行したことなどから、当第２四半期連結累計期間における営業利益は前年同期に比べ10億７

千５百万円増益の15億５千２百万円（225.6％増）となり、経常利益は前年同期に比べ９億３千９百万円増益の14

億５百万円（201.8％増）となりました。また、四半期純利益は前年同期に比べ６億８千８百万円増益の９億１千

６百万円（301.0％増）となりました。  
  
   （参考） 連結経営成績の推移                             （単位:百万円） 

  

 セグメントの業績は以下のとおりであります。 

①プラスチック材料加工事業 

 半導体関連製品は第２四半期会計期間になり受注に減少が見られました。ＦＰＤ関連製品は新製品の投入効果も

あり比較的堅調な受注に推移しました。化成品（トナー）は海外を中心に好調な受注が継続しました。この結果、

売上高は143億１千８百万円（対前年同期比6.8％増）となりました。 

 プラスチック材料加工事業の利益面につきましては、円高の影響を受けたものの、増収に加えて収益改善対策の

効果が大きく現れ、営業利益は14億９千５百万円（対前年同期比201.7％増）となりました。 

  

②製紙・塗工紙関連事業  

 製紙・塗工紙関連事業は、全般的に受注に持ち直しの兆候が見られるものの、一部製品がライフサイクルの衰退

期を迎えていることなどから、売上高は68億９千２百万円（対前年同期比1.4％減）となりました。 

 製紙・塗工紙関連事業の利益面につきましては、売上高減少の影響を受けたものの、収益改善対策を推進した結

果、営業損益は前年同期に比べ８千５百万円改善し、１千４百万円の営業利益となりました。 

  

（参考） セグメントの概況                        （単位：百万円 比率：％）  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  
第１四半期連結会計期間 

（自 平成22年４月１日 

    至 平成22年６月30日） 

当第２四半期連結会計期間 

（自 平成22年７月１日 

    至 平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成22年４月１日 

    至 平成22年９月30日） 

前第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

    至 平成21年９月30日）

売上高  10,814  10,445   21,260  20,444

営業利益  1,009  542  1,552  476

経常利益  932  472  1,405  465

四半期純利益  604  312  916  228

  

売上高 営業利益 

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減率
前第２四半期
連結累計期間 

当第２四半期
連結累計期間 

増減率

プラスチック材料加工事業  13,403  14,318  6.8  495  1,495  201.7

製紙・塗工紙関連事業  6,988  6,892  △1.4  △70  14 － 

その他  53  49  △7.1  11  19  76.7

計  20,444  21,260  4.0  435  1,529  251.1

調整額  － － －  40  22 － 

四半期連結損益計算書計上額   20,444  21,260  4.0  476  1,552  225.6
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  （注） 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平  

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 

20号平成20年３月21日）に基づくマネジメント・アプローチにより、セグメント情報を開示しております。 

なお、前連結会計年度における事業の種類別セグメントと当連結会計年度におけるセグメントとの間に変更  

がないため、前年同四半期比を記載しております。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、486億８千１百万円で、前連結会計年度末に比べ１億７千４

百万円の増加となりました。流動資産は259億９千３百万円で、前連結会計年度末に比べ12億９千万円の増加とな

り、その主な要因は現金及び預金が増加したことによるものです。固定資産は226億８千７百万円で、前連結会計

年度末に比べ11億１千６百万円の減少となり、その主な要因は償却による有形固定資産の減少によるものです。 

 負債合計は、371億１千７百万円で、前連結会計年度末に比べ６億８千４百万円の減少となりました。流動負債

は188億５千１百万円で、前連結会計年度末に比べ27億３千６百万円の減少となり、その主な要因は１年内返済予

定の長期借入金の減少によるものです。固定負債は182億６千５百万円で、前連結会計年度末に比べ20億５千１百

万円の増加となり、その主な要因は長期借入金の増加によるものです。なお、当第２四半期連結会計期間末におけ

る有利子負債残高は、225億６千３百万円と、前連結会計年度末に比べ13億８千８百万円の減少となりました。 

 また、純資産は、115億６千４百万円で、前連結会計年度末に比べ８億５千９百万円の増加となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ22億５百万円増加し、78

億２千４百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産が１億３千１百万円増加したものの、税金等調整前四半期純

利益14億円の計上に加え、仕入債務が５億９千９百万円増加し、売上債権が６億８千７百万円減少したことなどか

ら37億７百万円の増加となり、前年同期と比べ17億３千６百万円の増加となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が２億４千万円あったことなどから、２

億６千１百万円の減少となり、前年同期と比べ５億６千１百万円の減少となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入が49億４千３百万円あったものの、長期借入金の

返済による支出が61億３千万円あったことなどから11億７千４百万円の減少となり、株式発行による収入があった

前年同期と比べ６億８千８百万円の減少となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社グループは、ワールドワイドな拡販活動と効率的な新製品開発により収入の安定・拡大を図るとともに、収

益改善対策の推進によるコスト削減を通じ収益力の維持・強化を目指しております。このような中、当第２四半期

連結累計期間の業績は、平成22年８月10日に上方修正した業績予想値をほぼ踏襲する結果となりました。 

 一方で、足下の経済環境は、海外景気の下振れ傾向、急激な円高進行や景気刺激策の打ち切りの影響など、景気

を下押しする要因が顕在化するとともに、これらが当社グループの経営環境に厳しさを加え始めており、年度後半

の業績については、前半に比べ減速傾向が避けられないものと見込まれます。 

 なお、通期の業績予想につきましては、平成22年８月10日に公表した時点でこれら経済環境の悪化の影響をある

程度織り込んでいることから修正しておりません。また、同日公表した期末配当予想につきましても修正しており

ません。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１.簡便な会計処理 

  税金費用の算定方法  

    当第２四半期連結累計期間の法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目 

   を重要なものに限定する方法によっております。 

２.四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ３百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は、10百万円減少して

おります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,889 5,677

受取手形及び売掛金 8,750 9,538

製品 5,496 5,521

仕掛品 69 67

原材料及び貯蔵品 2,047 2,003

その他 1,757 1,919

貸倒引当金 △15 △25

流動資産合計 25,993 24,703

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,871 9,168

機械装置及び運搬具（純額） 5,676 6,065

その他（純額） 4,756 4,883

有形固定資産合計 19,304 20,117

無形固定資産 569 648

投資その他の資産   

その他 2,816 3,040

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 2,814 3,038

固定資産合計 22,687 23,804

資産合計 48,681 48,507

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,840 7,358

短期借入金 1,583 1,781

1年内返済予定の長期借入金 5,416 8,733

未払法人税等 591 205

賞与引当金 497 391

その他 2,921 3,116

流動負債合計 18,851 21,587

固定負債   

長期借入金 15,563 13,436

退職給付引当金 1,918 1,919

役員退職慰労引当金 128 118

負ののれん 27 36

その他 628 702

固定負債合計 18,265 16,214

負債合計 37,117 37,802
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,894 2,894

資本剰余金 3,582 3,582

利益剰余金 5,307 4,390

自己株式 △322 △322

株主資本合計 11,461 10,545

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2 127

繰延ヘッジ損益 1 △5

為替換算調整勘定 △836 △706

評価・換算差額等合計 △832 △584

少数株主持分 935 744

純資産合計 11,564 10,705

負債純資産合計 48,681 48,507
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 20,444 21,260

売上原価 17,321 17,130

売上総利益 3,122 4,129

販売費及び一般管理費 2,646 2,577

営業利益 476 1,552

営業外収益   

受取利息 21 1

受取配当金 15 16

負ののれん償却額 8 －

補助金収入 171 41

その他 120 88

営業外収益合計 338 147

営業外費用   

支払利息 252 228

為替差損 33 3

持分法による投資損失 11 22

その他 51 39

営業外費用合計 349 293

経常利益 465 1,405

特別利益   

固定資産売却益 1 13

その他 1 7

特別利益合計 2 21

特別損失   

固定資産除却損 12 19

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6

その他 24 0

特別損失合計 36 26

税金等調整前四半期純利益 431 1,400

法人税、住民税及び事業税 60 495

法人税等調整額 81 △49

法人税等合計 142 446

少数株主損益調整前四半期純利益 － 954

少数株主利益 60 37

四半期純利益 228 916
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 10,473 10,445

売上原価 8,908 8,548

売上総利益 1,565 1,897

販売費及び一般管理費 1,262 1,354

営業利益 303 542

営業外収益   

受取利息 18 0

受取配当金 0 0

為替差益 26 19

負ののれん償却額 4 －

補助金収入 73 23

その他 67 48

営業外収益合計 190 93

営業外費用   

支払利息 132 110

持分法による投資損失 10 26

その他 31 25

営業外費用合計 173 163

経常利益 320 472

特別利益   

固定資産売却益 0 10

その他 0 0

特別利益合計 0 11

特別損失   

固定資産除却損 2 1

その他 8 0

特別損失合計 10 1

税金等調整前四半期純利益 310 482

法人税、住民税及び事業税 48 293

法人税等調整額 49 △133

法人税等合計 98 159

少数株主損益調整前四半期純利益 － 322

少数株主利益 37 10

四半期純利益 174 312
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 431 1,400

減価償却費 1,330 1,162

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 △8

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22 9

退職給付引当金の増減額（△は減少） 186 △1

受取利息及び受取配当金 △37 △18

支払利息 252 228

為替差損益（△は益） 2 4

有形固定資産売却損益（△は益） △1 △13

補助金収入 △171 △41

売上債権の増減額（△は増加） △1,593 687

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,234 △131

仕入債務の増減額（△は減少） 859 599

その他 △523 119

小計 1,942 3,998

利息及び配当金の受取額 49 18

利息の支払額 △269 △232

法人税等の支払額 △115 △116

法人税等の還付額 200 －

その他の収入 171 41

その他の支出 △7 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,971 3,707

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △16 △21

定期預金の払戻による収入 711 15

有形固定資産の取得による支出 △413 △240

有形固定資産の売却による収入 1 11

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 4 －

その他 15 △22

投資活動によるキャッシュ・フロー 300 △261

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △124 △179

長期借入れによる収入 486 4,943

長期借入金の返済による支出 △2,583 △6,130

株式の発行による収入 1,799 －

少数株主からの払込みによる収入 － 159

自己株式の取得による支出 △0 －

その他 △64 31

財務活動によるキャッシュ・フロー △486 △1,174

現金及び現金同等物に係る換算差額 72 △65

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,858 2,205

現金及び現金同等物の期首残高 2,445 5,618

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,303 7,824
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  

〔所在地別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  

〔海外売上高〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

プラスチッ
ク材料加工
事業 
（百万円） 

製紙・塗工
紙関連事業 
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

 売上高         

(1）外部顧客に対する売上高  13,403  6,988  53  20,444  －  20,444

(2）セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
 3  312  492  809 （809）  －

 計  13,407  7,301  545  21,253 （809）  20,444

 営業利益又は営業損失（△）  495  △70  11  435  40  476

  
日本  

（百万円） 
北米

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

 売上高          

(1）外部顧客に対する売上高  16,784  2,048  581  1,030  20,444  －  20,444

(2）セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
 1,524  245  0  123  1,893 （1,893）  －

 計  18,309  2,293  581  1,154  22,338 （1,893）  20,444

 営業利益  422  2  15  64  504  △28  476

  北米 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  1,377  1,441  3,227  212  6,258

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  －  20,444

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に

占める割合（％） 
 6.7  7.1  15.8  1.0  30.6
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〔セグメント情報〕  

１.報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会及び代表取締

役社長（CEO）が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

 当社は、事業部を基本単位として製品分野別に展開している事業を、製品内容や経済的特徴等の類似性に基づい

て「プラスチック材料加工事業」と「製紙・塗工紙関連事業」の２つに集約し、包括的な事業戦略を立案・実行し

ております。  

従って、当社は、「プラスチック材料加工事業」と「製紙・塗工紙関連事業」を２つの報告セグメントとして

おります。 

「プラスチック材料加工事業」は、ＦＰＤ関連製品、半導体関連製品、化成品（トナー）の生産・販売を行っ

ております。「製紙・塗工紙関連事業」は、製紙関連製品、機能紙関連製品、塗工紙関連製品の生産・販売を行っ

ております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス等を含んでお 

ります。 

２．セグメント利益の調整額22百万円は、セグメント間取引消去額であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

      

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

  

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計
調整額 
（注）２  

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

プラスチッ
ク材料加工

事業 

製紙・塗工
紙関連事業 

計

売上高             

外部顧客への

売上高 
 14,318  6,892  21,210  49  21,260  －  21,260

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 －  192  192  464  656  △656  －

計  14,318  7,085  21,403  513  21,917  △656  21,260

セグメント利益  1,495  14  1,509  19  1,529  22  1,552

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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